
出
荷
趣
捷
治
・
樋
山
大
崎
取
玄
・
成
泊
四
内
恒
助
苛
政
・

今
俊
民
認
定
義
も
之
を
勤
め
た
。
此
の
頃
ま
で
は
旬

化
下
山
町
議
と
御
家
老
役
と
栴
別
の
制
迩
が
な
か
っ
た
か

ら
、
郭
ら
年
谷
栄
や
・
怖
細
別
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

延
町
ミ
年
に

m.b、
割
住
の
者
が
附
次
死
亡
し
て
常

馳
や
・
胤
慨
す
る
に
山
中
.
っ
た
が
、
共
の
後
貞
享
一
一
一
年
十
一

月
十
三
日
禄
悶
支
詐
設
昭
・
桜
山
筑
後

E
房
・
奥
村
兵

鵠
蕗
卸
の
三
名
が
若
年
寄
か
ら
任
命
せ
ら
れ
、
元
隊

一
一
一
年
九
周
村
井
開
窓
親
授
は
、
人
持
組
顕
と
な
り
、

御
家
老
役
そ
策
ね
た
。
元
隊
六
年
に
去
り
暫
く
鍛
職

と
な
り
1

八
年
コ
一
月
汁
八
日
前
悶
備
前
貞
親
・
前
回

樹
脂
挙
行
が
命
ぜ
ら
れ
‘
後
貞
親
一
人
で
勤
め
た
が

縫
附
二
年
以
後
哲
〈
騰
し
、
間
四
年
六
周
サ
九
日
本

多
体
郵
政
各
・
前
回
一
修
理
知
頗
・
成
瀬
内
臓
助
潜
隆
・

玉
井
勘
解
同
点
信
の
四
名
が
命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
時
以

後
家
老
の
勤
め
方
が
会
〈
年
寄
衆
と
分
か
れ
た
。

〈
二
〉
大
恩
寺
務

l
執
政
第
一
の
老
職
を
御
家
老
と
い

ひ
、
加
賀
滞
に
於
け
る
が
如
く
年
寄
申
も
若
年
寄
も

な
か
っ
た
。

家
織

カ
ロ
タ

金
様
。

カ
ワ
ヤ
イ
シ
か
め
や
宥
石
川
郡
婦
杉
に
箆
ず

る
.
石
材
。
ヵ
ヮ
ヤ
は
河
合
谷
の
縛
識
で
あ
ら
号
。
安

山
岩
質
凝
灰
岩
で
、
一
一
間
都
背
緑
色
の
石
器
か
ら
成

り
、
硬
い
。

l
'
キ

y
ロ
グ

カ
ン
イ
ソ
ウ
ト
ウ
リ
ヤ
タ
キ
官
位
相
官
略
記

一
帖
。
宇
野
保
.
定
者
。
官
位
令
の
一
位
か
ら
初
位
ま

で
の
相
笛
官
職
、
坊
官
術
位
の
相
賞
、
親
王
家
・
諾
門

跡
・
樋
家
・
荷
鞍
家
等
の
稽
鋭
を
略
記
し
て
梓
行
し
た

も
の
で
あ
る
。

カ
ン
イ
リ
寒
入
窓
入
り
に
は
小
窓
の
入
り
と

大
懇
の
入
り
と
が
あ
る
。
務
政
の
時
小
怨
に
入
る
日

に
は
、
餅
を
食
ひ
て
邪
気
を
鋤
ひ
、
そ
れ
よ
り
八
日

カ
ロ

l
カ
ン

自
に
富
永
を
温
ん
で
貯
拘
置
す
る
。
こ
の
水
は
決
し
て
に
同
老
叙
闘
の
次
第
.
目
覚
山
註

g.
並
行
上
人
目
一
。
、
英
語
に
師
事
寺
を
闘
い
て
こ
h

に
g
Lた
@
そ

腐
敗
し
な
い
と
筒
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。
来
等
の
前
例
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
の
間
関
と
い
ふ
の
は
‘
羽
咋
函
館
聞
の
人
で
あ
っ
た

ガ
ン
イ
ン
タ
願
園
寺
石
川
郎
副
A
H
に
従
っ
て
、
ガ
ン
Z

ジ
顕
隷
寺
何
拍
捕
能
槻
に
在
っ
て
、
一
か
ら
で
あ
ら
う
。

民
宗
取
扱
に
臨
す
ろ
。
初
め
羽
咋
出
向
捕
に
川
た
民
宗
山
域
振
に
M

凶

す

ろ

。

一

カ

ン

ガ

タ

演

暴

ハ

加

賀

務

〉

ハ

一

〉

部

mv勃
興
ー

が
、
明
治
~
一
一
十
七
年
今
の
地
に
移
っ
た
。
ヵ
ン
Z

ン
ユ
ヲ
イ
シ
ヨ
寛
延
由
来
書
前
川
吉
一
前

m利
家
の
こ
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
頃
は
、
戦
附
の

カ
ン
Z
イ
カ
ナ
ケ
イ
ズ
デ
ン
寛
一
氷
偲
名
菜
園
億
総
の
時
W
M
一
位
三
年
、
領
内
寺
院
の
巾
来
-
玄
利
上
げ
し
一
俄
別
口
荷
受
け
て
、
文

mm
と
縛
す
る
棋
の
も
の
は
市
町
た

一
加
。
前
倒
利
家
以
降
一
一
一
代
の
凶
M
m
b
・
お
い
た
も
の
め
た
も
の
で
、
純
ね
白
半
同
来
畑
町
と
同
じ
い
。
一
起
ら
な
か
っ
た
。
第
一
一
代
前

m利
長
の
時
に
一
点
り
、

で
あ
る
。
怨
隔
に
沈
永
十
八
年
結
月
一
一
十
一
…
日
と
あ
カ
ン
オ
ウ
ジ
感
感
寺
金
保
低
町
似
鮫
寺
の
南
一
院
長
巾
明
儒
主
的
子
守
・

mし
た
こ
と
は
、
鈴
に
北
限

る
。
幕
府
が
諸
侯
諸
家
の
系
綿
そ
徴
し
た
時
に
‘
・
泌
一
隣
に
在
っ
た
。
天
台
宗
に
臨
し
、
山
脱
や
.
松
梅
山
と
一
の
士
牒
を
L
て
泉
に
向
か
は

L
め
る
端
脅
聞
い
た
も

文
邦
文
爾
迦
や
・
作
っ
た
も
の
a
二

つ

で

あ

る

。

い

ひ

、

凶

M
N
十
年
商
養
寺
毘
認
の
弟
子
仁
努
の
創
建
一
の
と
見
て
い
L
。
第
三
代
前

m利
協
は
、
寛
永
中
小

カ
ン
Z
イ
キ
プ
ン
寛
一
氷
組
問
一
加
。
一
名
涼
・
に
係
る
。
給
寺
の
天
満
宮
は
純
音
金
持
城
大
手
先
・
雄
一
一
瓢
逝
寓
を
京
師
よ
り
招
き
‘
そ
の
子
光
高
の
教
授
に

mmM都
。
涼

m一
一
郎
左
衛
門
帯
。
織
凶
・
制
限
家
の
天

.m烹
替
の
郎
に
鎮
座
し
た
が
、
後
作
事
既
に
移
し
、
一
常
ら
し
め
た
。
而
し
て
活
向
も
亦
儒
衡
を
健
常
し
、

正
以
来
の
諸
職
‘
及
び
そ
の
頃
の
武
棋
に
闘
す
る
説
・
箆
に
こ
L
に
勝
ぜ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
元
年
一
孜
々
と
し
て
鍍
研
に
努
め
‘
間
十
七
年
松
永
月
一
一
一
命

活
-P-起
し
て
あ
る
。
一
前
仰
混
一
的
禁
止
に
よ
り
、
そ
の
山
伏
は
復
飾
し
て
細
一
迎
へ
て
侍
縦
と
し
た
。
翌
九
代
前
回
綱
紀
に
煎
っ
て

カ
ン
Z
イ
ケ
イ
ズ
デ
ン
寛
一
氷
菜
園
徳
一
加
。
↑
的
右
京
と
都
し
、
四
年
一
月
前
織
や
・
卯
反
祇
附
祉
に
一
は
、
先
考
の
治
志
を
裂
い
で
棋
や
・
好
み
、
穂
-
P
M〈

徳

川

幕

府

が

諸

侠

諸

家

の

系

側

偲

編

集

荷

命

じ

た

介

抱

し

た

。

一

L
て
儒
を
待
っ
た
。
是
や
・
以
て
高
治
三
年
木
下
附
臨

時
、
強
建
L
た
も
の
L
W
制
で
、
容
賂
に
『
沈
永
十
八
↑
カ
ン
ガ
イ
甘
外
余
裕
の
俳
人
。
名
は
春
久
。
一
は
京
師
に
在
っ
て
加
賀
滞
の
除
そ
受
け
、
松
永
日
一
一
一

年
十
ご
月
廿
玩
日
加
賀
少
将
光
高
、
太

m備
中
守
殿
』
一
億
山
波
修
験
乾
点
寺
の
併
腕
井
の
子
。
同
苧
三
代
を
一
の
子
永
=
一
・
平
岩
仙
枝
・
も
亦
来
り
仕
ヘ
、
寛
文
一
九
年

と
あ
る
o
林
道
容
に
依
邸
し
て
作
ら
し
め
た
も
の
で
、
一
都
し
、
誠
永
一
一
一
年
一
月
十
六
日
六
十
三
践
で
残
し
た
。
一
に
は
搾
旧
宗
盤
、
間
六
年
に
は
中
泉
恭
祐
、
延
知
H

…一一

波
文
-P…
以
て
記
さ
れ
て
ゐ
る

o
m
m封
胤
は
こ
れ
や
・
一
ガ
ン
カ
イ
ジ
顕
海
寺
一
に
願
曾
寺
に
作
る
。
一
年
に
五
十
川
剛
伯
、
間
六
年
に
木
下
限
信
、
実
利
に

閥
公
正
鵠
牒
と
か
れ
づ
け
て
ゐ
る
。
一
越
巾
の
一
向
一
授
の
称
。
天
正
ご
年
白
山
義
降
が
そ
一
羽
黒
成
賞
、
貞
享
元
年
に
室
直
前
、

E
徳
回
年
に
兇

カ
ン
Z
イ
ナ
ン
ト
ウ
ヘ
ン
貫
一
氷
南
島
鑓
十
加
。
一
の
眠
数
佑
約
党
に
鱒
殺
せ
ら
れ
た
時
、
願
海
寺
は
直
一
島
景
沼
等
、
何
れ
も
綬
感
翻
泌
を
以
て
君
侯
に
侍
し

賓
M
m
十
三
年
堀
初
路
市
析
。
肥
前
島
原
役
の
飯
米
脅
枠
一
江
滋
兵
衛
・
股
江
下
野
・
桂

m六
郎
・
宮
崎
以
下
多
数
一
た
。
中
に
就
き
木
下
限
庵
・
室
直
清
ご
人
の
刻
燈
で

史
但
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
を
率
ゐ
て
能
資
に
乱
入
し
た
が
、
長
綱
辿
は
滋
撃
し
一
あ
っ
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
寵
荷
と
時
や
川

カ
ン
Z
イ
ム
ソ
ウ
ヒ
ヤ
ク
イ
ン
寛
一
氷
夢
想
百
韻
一
て
之
札
官
邸
応
部
一
一
宮
に
破
り
、
首
tr・
斬
る
こ
と
一
百
一
じ
く
し
て
伊
藤
陶
貞
が
あ
っ
た
。
松
永
昌
三
の
門
に

一
容
。
寛
永
ご
十
年
十
月
前

m党
高
夫
人
の
綱
紀
や
.
…
除
級
で
あ
っ
た
。
一
授
の
中
販
指
寺
・
直
江
・
蟹
江
最
一
出
で
、
元
総
九
年
来
っ
て
金
探
に
客
践
し
、
向
伐
の

生
む
に
先
だ
ち
、
光
高
が
江
戸
に
赴
か
ん
と
し
た
途
一
も
勇
名
で
あ
っ
て
、
時
人
之
-P
・
筒
虎
=
一
法
師
と
稽
し
一
獲
子
結
之
も
亦
之
と
行
そ
共
に
し
た
。
そ
の
後
娃
苧

武
州
熊
谷
で
、
『
聞
く
よ
り
梅
は
千
早
一
の
呑
哉
』
の
句
-
た
。
以
上
は
民
民
家
綿
の
記
事
で
、
由
民
侭
は
明
ら
か
一
中
に
尚
美
希
賢
、
明
和
の
末
に
伊
藤
骸
・
鴇
川
忠
似

を

夢

中

に

得

た

。

そ

れ

を

渡

句

に

し

て

興

行

し

た

述

一

で

な

い

。

一

あ

り

て

、

何

れ

も

加

賀

侯

に

宥

府

せ

ら

れ

た

摂

士

巾

般

の

百

綴

で

あ

る

。

~

カ

ン

カ

イ

ソ

シ

ョ

ウ

館

開

純

生

或

は

併

正

に

一

の

鍔

佼

を

以

て

群

せ

ら

れ

た

。

本

務

の

漢

翠

が

除

椛

カ
ン
エ
イ
ロ
ク
替
葡
録
一
加
。
桜
山
氏
の
家
-
作
る
o
山
口
制
宗
の
術
o
俗
姓
は
得
川
氏
。
き
辿
の
こ
一
に
赴
い
た
の
は
、
貨
に
彼
等
外
来
の
儒
員
が
之
校
鼓

士
村
田
揃
太
夫
務
。
天
文
七
年
正
月
か
ら
卒
保
九
年
一
子
。
能
膏
の
人
で
、
明
峰
業
哲
に
参
し
、
初
め
大
忍
一
吹
し
た
震
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
四
年
前
回
治
併
が
務

十
月
ま
で
の
前
町
家
の
事
蜘
H
・P
・
編
年
集
成
し
、
巻
末
↑
寺
に
住
し
、
土
聞
に
遊
興
寺
や
.
起

L
、
永
覚
寺
に
移
一
震
を
起
し
た
後
は
敬
尽
の
具
初
め
て
備
り
、
泉
士
文

一一一三一式口、
t
t
t
v
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主
主
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五
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